
瀧鰯鋤穏型

撫
蝿
噸
撫
縮
聯
》
鵬
鱗
撫
》
識
縦

百
円
前
後
。
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
あ
る
。

一
方
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
（
オ
ー
エ
ス
出
版
社
‐
２
０
０
円
）

ン
ド
沖
に
拡
張
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ヤ
ス
は
大
き
く
な
れ
ば
つ
ぶ
れ

忍
越

難
洲
難
蕊
鞠
要
》

☆
滞
痩
壁
繍
誰
町
職
鍵
騨
韻
灘
雫
鯛
捌
潅
鞠
藤
稀
匪
韮
震
濡
腰
離
紬

一
万
二
千
円
ま
で
。
道
具
や
ア

神
戸
市
は
関
西
新
空
港
（
泉
☆
ワ
ー
ル
ド
を
知
る
格
好
の
書
こ
の
運
動
は
「
高
度
な
専
門
シ
ス
タ
ン
ト
も
提
供
す
る
。

釧
蒸
誇
釜
穏
謂
雛
灘
灘
蕊
謹
鯉
諦
舗
鍍
詣
蕊
譲
職
萄

タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
計
画
上
一
一
一
○
○
億
円
、
経
常
利
益
社
会
の
八
音
に
よ
る
コ
ミ
ュ
一
一
す
。
大
阪
や
東
京
に
出
向
い
て

を
進
め
て
い
る
。
で
は
繊
維
業
界
最
高
の
一
一
一
一
七
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ｖ
に
貢
献
す
る
国
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
う
ち
に
来
て

Ｉ
璃
毒
藻
肌
厩
ラ
億
円
の
驚
異
的
数
字
を
は
じ
き
際
企
業
を
め
ざ
す
」
と
胴
う
も
下
さ
い
」
（
藤
原
清
ケ
ィ
ビ
ッ

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

蕊識

出
し
た
ワ
ー
ル
ド
の
実
態
と
は
②
：
さ
ら
に
新
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
専
務
）
と
の
こ
と
。
フ
ァ
ッ

何
か
１
．
経
済
関
係
者
な
ら
ク
も
採
用
全
社
一
丸
と
な
っ
寵
鶏
係
の
依
頼
が
目
立
つ

酢
ず
と
も
興
味
あ
る
ア
パ
レ
ル
企
た
新
生
ト
ー
ア
の
再
出
発
で
あ
「
今
や
、
脱
倉
庫
の
時
代
。

砿
業
「
ワ
ー
ル
ド
」
の
全
て
が
網
る
。

新
し
い
カ
ル
チ
ャ
ー
の
発
信
源

挿
羅
さ
れ
た
書
物
が
出
版
さ
れ
た
☆
神
戸
の
倉
庫
に
に
し
た
い
。
」
（
篠
崎
治
篠
崎
倉

》
千
率
甲
蹄
蝦
需
嘩
電
奉
恥
職
蝿
一
本
格
ス
タ
ジ
オ
が
誕
生
庫
社
長
）
と
意
欲
的
だ
っ
た
。

ド
情
報
頭
脳
集
団
」
。

「
で
ん
ぽ
（
吹
出
物
）
と
メ
リ

と
し
て
創
業
卵
周
年
を
迎
え
た
央
郵
便
局
南
側
で
オ
ー
プ
ン
し

ワールドの本

愈
暑
撫
雛
脚
戦
職
騨
卿

夫
社
長
）
は
、
新
し
い
企
業
体
用
撮
影
も
神
戸
で
で
き
る
こ
と

☆
東
亜
特
殊
電
機
が
神
戸
で
は
初
め
て
の
本
格
的

Ｎ
ｅ
ｗ
皿
Ｏ
Ａ
運
動
を
展
開
ス
タ
ジ
オ
「
ピ
ー
ク
・
ア
・
ブ

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
谷
本
恭
子
さ
ん
（
邪
）

放
送
設
備
の
専
門
メ
ー
カ
ー
－
」
が
昨
年
十
一
一
月
、
神
戸
中

神戸の伽しプログラム「ｃ｣ 晴報」を手
に熱弁。「趣味と仕事が一致だから楽し
くて残業も苦にならない」ほどの編築好

6 ５き。「ただ､ 憎報は多いがあんまり現場
に行けないの」と残念な而も。性格は
「水が必座でＡ型だから、発展性と慎重
さを併せもつ』とか。男性は少年の面影
をもつ人がいいそう。親和女子大卒。

獅
蕪
擬
雛
興
〉
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大
噴
水
彫
刻
を
創
る

石
の
彫
刻
家
水
井
康
雄

α”

●
①
島
ご
『
吋
墨
①

●
①
島
ご
『
吋
墨
①

１
６６
１

１
６６
１

α”

謹選
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の

神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の

大
噴
水
彫
刻
を
創
る

石
の
彫
刻
家
水
井
康
雄

こ
の
８
月
に
迫
っ
た
〃
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
″
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
神
戸
学
園
都
市
駅
前

広
場
に
勇
壮
な
大
噴
水
彫
刻
創
作
の
指
名
を
う
け
た

み
ず
い
や
す
お

の
は
、
国
際
的
な
〃
石
の
彫
刻
家
〃
水
井
康
雄
氏

（
在
パ
リ
）
。

今
年
、
還
暦
の
帥
才
を
迎
え
た
水
井
氏
は
、
京
都

府
出
身
で
、
舞
子
に
あ
る
神
戸
工
専
で
航
空
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
め
ざ
し
、
学
徒
動
員
で
終
戦
の
詔
勅
を
明
石

の
飛
行
場
で
聞
い
た
。
戦
争
っ
子
と
し
て
育
っ
た
少

年
は
、
反
動
で
航
空
エ
ン
ジ
ー
ー
ァ
の
道
を
捨
て
て
し

ま
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
時
に
知
っ
た
機
関
車
の
シ
リ

ン
ダ
ー
鋳
造
で
、
手
作
業
の
楽
し
さ
に
出
会
い
、
彫

刻
家
と
し
て
の
原
点
が
こ
こ
に
。
今
回
の
制
作
設
置

場
所
が
、
今
の
彫
刻
へ
転
向
し
た
原
時
点
に
近
い
と

こ
ろ
な
の
で
一
層
感
慨
深
い
と
い
う
。

戦
後
、
仏
政
府
が
受
け
入
れ
た
美
術
留
学
生
第
一

号
で
神
戸
港
か
ら
出
発
っ
た
。
パ
リ
に
訓
年
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
師
年
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
村
に
長
さ
八
一
ｍ
高
さ
一
・
五
ｍ
の
石
の
壁
を
制

作
し
、
以
来
、
ネ
ゲ
ブ
砂
漠
の
ど
真
中
に
、
東
西
ベ

ル
リ
ン
を
割
る
〃
恥
の
壁
″
の
前
の
広
場
で
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
々
木
競
技
場
に
卯
ｍ
の
石
彫
壁

に
、
フ
ラ
ン
ス
軍
用
地
の
メ
ッ
ッ
理
工
科
大
学
な
ど

世
界
各
地
に
、
巨
大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
造
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
六
甲

山
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
ス
リ
バ
チ
状
水
盤
を
イ
ン
ド

砂
岩
で
彫
刻
。
こ
の
中
央
で
四
方
か
ら
ア
ー
チ
状
に

放
水
し
た
水
を
激
突
さ
せ
る
。
原
始
的
で
重
厚
な
水

柱
を
演
出
し
て
、
お
祭
り
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
。

昨
秋
の
十
月
初
め
に
来
日
し
て
大
垣
市
の
石
切
場
で

仕
事
に
か
か
り
、
暮
れ
に
パ
リ
へ
美
代
子
夫
人
と
帰

仏
し
た
。

③
今
年
５
月
、
制
作
集
発
刊
予
定
。
（
タ
テ
調
師
×
ヨ
コ
訂
卯
約

叩
ペ
ー
ジ
・
定
価
１
万
１
千
円
・
株
式
会
社
産
研
刊
）

こ
の
８
月
に
迫
っ
た
〃
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー

ド
″
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の
神
戸
学
園
都
市
駅
前

広
場
に
勇
壮
な
大
噴
水
彫
刻
創
作
の
指
名
を
う
け
た

み
ず
い
や
す
お

の
は
、
国
際
的
な
〃
石
の
彫
刻
家
〃
水
井
康
雄
氏

（
在
パ
リ
）
。

今
年
、
還
暦
の
帥
才
を
迎
え
た
水
井
氏
は
、
京
都

府
出
身
で
、
舞
子
に
あ
る
神
戸
工
専
で
航
空
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
め
ざ
し
、
学
徒
動
員
で
終
戦
の
詔
勅
を
明
石

の
飛
行
場
で
聞
い
た
。
戦
争
っ
子
と
し
て
育
っ
た
少

年
は
、
反
動
で
航
空
エ
ン
ジ
ー
ー
ァ
の
道
を
捨
て
て
し

ま
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
時
に
知
っ
た
機
関
車
の
シ
リ

ン
ダ
ー
鋳
造
で
、
手
作
業
の
楽
し
さ
に
出
会
い
、
彫

刻
家
と
し
て
の
原
点
が
こ
こ
に
。
今
回
の
制
作
設
置

場
所
が
、
今
の
彫
刻
へ
転
向
し
た
原
時
点
に
近
い
と

こ
ろ
な
の
で
一
層
感
慨
深
い
と
い
う
。

戦
後
、
仏
政
府
が
受
け
入
れ
た
美
術
留
学
生
第
一

号
で
神
戸
港
か
ら
出
発
っ
た
。
パ
リ
に
訓
年
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
師
年
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
村
に
長
さ
八
一
ｍ
高
さ
一
・
五
ｍ
の
石
の
壁
を
制

作
し
、
以
来
、
ネ
ゲ
ブ
砂
漠
の
ど
真
中
に
、
東
西
ベ

ル
リ
ン
を
割
る
〃
恥
の
壁
″
の
前
の
広
場
で
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
々
木
競
技
場
に
卯
ｍ
の
石
彫
壁

に
、
フ
ラ
ン
ス
軍
用
地
の
メ
ッ
ッ
理
工
科
大
学
な
ど

世
界
各
地
に
、
巨
大
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
造
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
六
甲

識

灘

隙

聴
団
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磯

踊
春
の
テ
ー
マ
は
〃
シ
ネ
マ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
“

７ 今
、
粋
な
男
は

口
Ｉ
ト
レ
・
ア
モ
ン
・
メ
ン

ｍＯｍｅ

モ
ダ
ン
と
華
一
腿
さ
で
一
世
塗
騨
露
し
た
伽
年
代
ｌ

別
年
代
の
映
画
ス
タ
ー
た
ち
。
そ
の
〃
シ
ネ
マ
・
ク

ラ
シ
ッ
ク
″
が
テ
ー
マ
の
稲
春
の
ロ
ー
ト
レ
・
ア
モ

ン
と
ロ
ー
ト
レ
・
ア
モ
ン
・
メ
ン
。
昨
年
秋
デ
ビ
ュ

ー
し
て
早
く
も
話
題
を
呼
ん
で
い
る
『
ロ
ー
ト
レ
・

ア
モ
ン
・
メ
ン
』
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト

を
、
ロ
ー
ト
レ
・
ア
モ
ン
販
売
促
進
課
主
任
・
松
上

寅
幸
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

「
メ
ン
ズ
で
は
、
あ
く
ま
で
シ
ン
プ
ル
で
ベ
イ
シ
ッ

ク
な
デ
ザ
イ
ン
を
追
求
し
、
麻
、
綿
、
レ
ー
ヨ
ン
な

ど
、
や
わ
ら
か
い
も
の
と
ハ
ー
ド
な
も
の
、
と
い
う

よ
う
な
素
材
の
組
み
合
わ
せ
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
ん

で
す
。
今
年
は
天
然
素
材
に
加
え
、
レ
ー
ヨ
ン
素
材

が
新
鮮
。
例
え
ば
、
レ
ー
ヨ
ン
の
ブ
ル
ゾ
ン
と
綿
の

ざ
っ
く
り
し
た
セ
ー
タ
ー
と
合
わ
せ
た
り
。
ま
た
、

バ
テ
イ
ッ
ク
柄
や
イ
ン
ド
更
紗
に
出
て
く
る
柄
を
少

し
今
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
プ
リ
ン
ト
に
注
目
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
無
地
の
パ
ン
ツ
、
シ
ャ
ツ
に
そ
う
い

っ
た
柄
の
ネ
ク
タ
イ
を
合
わ
せ
て
ポ
イ
ン
ト
に
す
る

と
か
。色

も
、
ア
ー
ス
カ
ラ
ー
（
生
成
り
・
ベ
ー
ジ
ュ
）

や
モ
ノ
ト
ー
ン
（
黒
・
グ
レ
ー
・
紺
）
が
ベ
ー
ス
。

モ
ノ
ト
ー
ン
は
着
こ
な
し
方
で
、
い
ろ
ん
な
表
情
が

出
せ
ま
す
の
で
、
ビ
ビ
ッ
ド
な
ポ
イ
ン
ト
ヵ
ラ
ー
を

ア
ク
セ
ン
ト
に
、
例
え
ば
、
春
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー

を
加
え
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

対
象
に
し
て
い
る
の
は
、
加
代
ｌ
加
代
の
方
で
す

が
、
理
想
を
言
え
ば
、
ロ
ー
ト
レ
・
ア
モ
ン
を
着
た

女
性
と
腕
を
組
ん
で
歩
い
て
以
合
う
よ
う
な
感
じ
で

着
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

現
在
、
関
東
で
は
横
浜
に
店
が
あ
り
ま
す
が
、
東

京
方
面
へ
も
、
進
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

神
戸
発
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
新
展

開
に
注
目
し
た
い
。

７
１
６
１

薦潤ＭAijIT獄言A鮒O闘丁●
①
包
隷
。
『
㎡
の
唾
①

Ｌ
堵Ｐ

騒瀞 霞ロートレ・アモンやロートレ・
アモンの中でも、ちょっとお姉
さんブランドのピコーズを蓋た
女性とデートはいかが･ ･ …。

松上寅幸さん
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嘩守
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裏
認●

ｊ
…

屯

●
①
塁
隷
○
司
吋
⑦
唾
①

ア
パ
レ
ル
と
手
を
組
ん
だ

ア
フ
タ
ー
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
の

全
国
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

ア

日本で初めて生れたアパレルとクリーニング業界と消費
者の「Ａ､ Ｃ､ Ｃ」研究会の発足（東京パレスホテルにて）

浄

こ
れ

「アフターファッション業界は遅れていますc 」
と西嶋勲社長

溌鯉磯蕊蕊綴蕊

撰

; 濁堀眉織緬踊鑑識謹溌懇

＃

灘灘 灘！驚蕊識§ 髄

１
６８
１

〃
ロ
ー
ブ
・
ニ
シ
ジ
マ
〃
（
西
嶋
勲
社
長
）
ら
が
、
全
伽

国
に
呼
び
か
け
「
Ａ
・
Ｃ
。
Ｃ
」
研
究
会
が
、
昨
年
の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
界

し
て
ゆ
く
こ
と
が
急
務
と
、
神
戸
の
大
手
ア
パ
レ
ル

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
情
報
提
供
に
よ
っ
て
対
応

ｎ
月
躯
日
に
東
京
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
発
足
し
た
。
こ

れ
は
缶
己
胃
巴
．
○
ｍ
の
詐
日
胃
．
Ｑ
①
ｇ
甘
い
．
（
ア
パ
レ

ル
・
カ
ス
タ
ー
マ
ー
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）
の
略
で
あ
っ

て
、
ア
パ
レ
ル
と
消
費
者
と
ク
リ
ー
ー
ー
ン
グ
業
界
の
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
利
用
三
者
が
一
つ
に
な
っ

て
、
ア
フ
タ
ー
。
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
む
シ
ス
テ
ム
。

メ
ー
カ
ー
側
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
、
三
共
生
興
、
ラ

ピ
ー
ヌ
、
コ
ロ
ネ
ッ
ト
商
会
、
イ
ト
キ
ン
、
日
綿
衣

料
な
ど
６
社
が
情
報
提
供
し
、
全
国
各
地
域
の
ト
ッ

プ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ
妬
社
が
参
加
し
て
い

る
。
神
戸
で
は
ニ
シ
ジ
マ
、
は
り
光
。
西
宮
で
は
、

カ
ワ
サ
キ
屋
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
参
加
店
だ
が
、
伽
店

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
と
西
嶋
Ａ
Ｃ
Ｃ
研
究
会
理
事
長

は
意
気
込
ん
で
い
る
。

「
世
界
中
で
、
日
本
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
意
識
度
が

非
常
に
高
い
の
に
、
ク
リ
ー
ー
ー
ン
グ
の
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
が
遅
れ
て
い
る
ん
で
す
。
ま
あ
、
ア
メ
リ
カ

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
洋
服
だ
け
で
す
が
、
日
本
人
は
、

き
も
の
も
あ
り
種
類
が
多
い
し
、
さ
ら
に
複
雑
な
素

材
が
多
く
、
早
く
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
が
あ

れ
ば
ち
ゃ
ん
と
、
わ
れ
わ
れ
も
対
応
で
き
る
の
で
、

お
客
さ
ま
に
商
品
を
安
心
し
て
着
て
い
た
だ
け
る
の

で
す
。
」
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
の
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
に
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

か
ら
の
ア
パ
レ
ル
業
界
で
は
、

グ
の
ト
ラ
ブ
ル
も
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
わ
れ
る
ク
リ
ー
ニ
ン

神
戸
の
ク
リ
ー
ー
ー
ン
グ
業
界
の
リ
ー
ダ
ー

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
多
様
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

フ
タ
ー
。
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荘明義先生／1 4 歳で､ 四川飯
店の陳建民氏に師事。現在、テ
レビの料理番組、料理学校の講
師、雑誌の執筆など、活睡中。

●
①
島
ご
『
㎡
の
篇

写真上右よりチンケンサイ、タ
アサイ／中右より葉ニンニク、
ハナニラ／かんたんにできて、
栄養価の高い健康食の数々。
（写真提供／大阪ガス）

中
国
野
菜
を
食
べ
て

素
肌
美
人
に
な
れ
る

１
６９
１

！
→
…

箪
建

蕊蟻 鍵

あ
巽
ら

Ｉ
編
日
、
中
国
人
は
脂
っ
こ
い
も
の
浄
建
食
べ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
ど
う
し
て
太
ら
な
い
ん
だ
ろ
う
？

と
い
う
疑
問
を
感
じ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
１
．

２
１
３
年
前
か
ら
中
国
茶
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、
こ

の
冬
は
、
中
国
野
菜
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
そ
こ

で
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の
荘
明
義
先
生
に
中
国

野
菜
の
良
さ
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

「
最
近
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
の
野
菜
は
、
四
季
を
通

じ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
野
菜
は
、

季
節
感
が
ハ
ツ
キ
リ
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
本
当
に

そ
の
野
菜
の
お
い
し
い
時
し
か
食
べ
な
い
ん
で
す

ね
。
ビ
タ
ミ
ン
の
効
果
ま
で
考
え
て
食
べ
て
る
人
は

少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な
風
に
食
べ
る
と
、

こ
の
野
菜
が
本
当
に
お
い
し
い
、
と
い
う
勉
強
を
し

て
も
ら
っ
て
中
国
野
菜
を
多
い
に
活
用
し
て
ほ
し
い

野
菜
を
食
べ
る
こ
と
っ
て
、
健
康
に
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
な
ん
で
す
。
本
来
、
万
病
の
原
因
は
、
腸

の
汚
れ
、
血
の
汚
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
東
洋
人
の

腸
は
西
洋
人
に
比
べ
る
と
長
い
の
で
、
消
化
し
て
栄

養
を
吸
収
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
汚
れ
が
付
着
し
や
す
い
、
す
る
と
通
り
が
悪
く

な
る
。
悪
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
に
栄
養
の
吸
収
が
悪

い
。
と
い
う
悪
循
環
の
く
り
返
し
。
腸
の
中
の
状
態

っ
て
、
す
ぐ
顔
に
現
わ
れ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
、
顔

が
白
っ
ぽ
い
、
黒
っ
ぽ
い
、
吹
出
物
が
多
い
、
カ
サ

カ
サ
し
て
い
る
と
か
。
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と
つ
坊

ゴ
ー
し

て
、
腸
の
掃
除
を
し
て
、
き
れ
い
に
な
る
と
、
そ
れ
“

が
ま
た
、
肌
に
現
わ
れ
る
ん
で
す
。
野
菜
を
上
手
に
ｙ
〃

毎
食
と
っ
て
い
く
、
そ
し
て
、
な
る
べ
く
腸
の
汚
れ

を
そ
の
日
の
う
ち
に
取
っ
て
し
ま
う
。
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
て
、
健
康
で
長
生
き
す
る
の
が
基
本
で
す
」

荘
先
生
の
強
調
す
る
野
菜
と
食
生
活
の
バ
ラ
ン
ス

そ
し
て
、
あ
な
た
自
身
の
健
康
ラ
イ
フ
を
も
う
一
度

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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す
ま
い
と
色

7０シリーズ４

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
〈
そ
の
３
〉

佐川俊吉
f ㈱創建設計事務所代表取締役＞

の
色
。
従
っ
て
屋
外
の
草
木
の
自
然
の

緑
が
生
活
空
間
に
重
要
な
役
割
り
を
果

し
て
い
る
わ
け
で
す
。
（
地
価
の
高
い
最

近
で
は
、
ゆ
と
り
の
あ
る
庭
の
緑
も
取

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
が
。
）

清
楚
で
落
着
い
た
和
風
の
良
さ
を
外
国

の
人
達
が
逆
に
見
出
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
洋
風
住
宅
の
中
に
も
和
風
調
デ

ザ
イ
ン
の
部
屋
を
一
つ
く
ら
い
取
り
入

れ
た
い
も
の
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
て
洋
風
の
住
ま
い
は
色

が
豊
富
で
す
。
先
ず
屋
根
瓦
は
ピ
ン
ク

色
を
除
き
、
あ
ら
ゆ
る
色
瓦
が
あ
り
ま

す
。
最
近
白
い
瓦
を
使
っ
た
住
宅
も
時

々
見
か
け
ま
す
。
外
壁
は
明
る
い
ホ
ワ

イ
ト
系
統
が
多
い
が
、
大
胆
に
も
緑
と

か
黒
い
色
を
使
っ
た
住
宅
に
出
く
わ
し

感
心
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
な
ど

は
ち
ょ
っ
と
使
う
自
信
が
あ
り
ま
せ

ん
。
鴨
子
ケ
原
や
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
の
外

人
住
宅
な
ど
で
窓
枠
建
具
を
赤
い
色

や
、
濃
緑
色
を
塗
っ
た
の
を
見
か
け
ま

す
が
、
白
い
壁
に
調
和
し
て
意
外
に
美

し
い
効
果
を
み
せ
て
い
ま
す
。

☆
和
風
と
洋
風
の
住
ま
い

日
本
の
住
宅
は
一
般
的
に
、
和
風
住

宅
と
か
、
洋
風
住
宅
と
い
っ
た
表
現
で

分
け
て
呼
ば
れ
ま
す
が
、
最
近
都
会
で

は
純
和
風
の
住
ま
い
が
新
築
さ
れ
る
こ

と
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
、
和
洋
折

衷
、
も
し
く
は
洋
風
が
多
く
な
っ
て
来

ま
し
た
。
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
展
示
場
で

も
純
洋
風
ム
ー
ド
の
住
ま
い
が
、
若
い

世
代
に
限
ら
ず
、
年
配
の
人
々
に
も
関

心
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
本
の
生
活
様
式
も
、
環
境
も
、
戦
後

四
十
年
経
っ
て
随
分
変
化
し
ま
し
た
。

服
装
を
始
め
と
し
て
、
住
ま
い
方
ま
で

椅
子
を
中
心
と
し
た
洋
式
が
多
く
な
り

和
風
建
築
が
敬
遠
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。和

風
建
築
の
場
合
は
黒
い
瓦
に
白
か

う
す
茶
の
地
味
な
壁
の
色
。
柱
、
床
、

天
井
の
木
の
素
地
の
色
。
そ
れ
に
畳
と

白
い
障
子
紙
の
色
と
い
っ
た
非
常
に
簡

潔
な
た
た
ず
ま
い
で
、
色
と
い
え
ば
ふ

ト
コ

す
ま
紙
の
模
様
と
床
の
間
の
一
輪
の
花

☆
室
内
の
色
彩
計
画

さ
て
洋
風
住
宅
の
内
部
、
い
わ
ゆ
る

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
が
今
回
の
「
住

ま
い
と
色
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
中
心
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
心

理
的
、
機
能
的
に
大
き
な
要
素
の
一
つ

の
色
彩
は
慎
重
に
選
ば
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
無
難
な
色
は
別
と
し
て
、

ち
ょ
っ
と
変
っ
た
色
を
使
う
場
合
は
決

断
し
に
く
い
も
の
で
す
。
「
十
人
十
色
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
人
そ
れ
ぞ

れ
色
の
好
み
が
違
う
の
で
、
わ
れ
わ
れ

設
計
家
と
し
て
も
勝
手
に
色
を
決
め
て

し
ま
う
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。

家
族
全
員
が
使
う
場
所
は
出
来
る
だ

け
無
難
に
し
、
あ
ま
り
強
烈
な
色
を
使

わ
な
い
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
特
に

居
間
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
日
常
生
活
の
バ

ッ
ク
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
に
住
む
人
達
の
個
性
と
バ
ラ

ン
ス
す
る
色
彩
で
あ
る
の
が
の
ぞ
ま
し

い
と
思
い
ま
す
。
強
烈
な
色
は
飽
き
が

来
る
も
の
で
す
。
も
し
ア
ク
セ
ン
ト
が '１
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☆
色
彩
の
バ
ラ
ン
ス
と
暖
色
、
寒
色

色
に
つ
い
て
は
マ
ン
セ
ル
の
色
立
体

の
理
論
で
科
学
的
に
色
相
、
明
度
、
彩

度
と
三
つ
に
分
解
さ
れ
、
ま
た
秩
序
づ

欲
し
い
場
合
は
、
い
つ
で
も
取
り
変
え

ら
れ
る
カ
ー
テ
ン
、
ジ
ュ
ー
タ
ン
、
家
具

壁
に
か
け
る
絵
な
ど
に
よ
っ
て
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
つ
け
、
室
内
を
ま
と
め
る
の

が
良
い
で
し
ょ
う
。
最
近
ビ
ニ
ー
ル
ク

ロ
ス
を
壁
に
貼
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

ま
す
が
シ
ン
プ
ル
な
模
様
な
ら
よ
い
が

派
手
な
柄
物
を
貼
っ
た
場
合
、
ま
た
天

井
材
で
こ
れ
も
派
手
な
柄
物
の
ボ
ー
ド

を
使
っ
た
場
合
は
飽
き
が
来
た
と
き
に

簡
単
に
は
貼
り
替
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
ど

う
し
て
も
派
手
な
も
の
が
貼
り
た
い
と

い
わ
れ
る
方
に
は
、
洗
面
所
か
、
ト
イ

白

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
難
か
し
い
理
論

は
抜
き
に
し
て
、
色
彩
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
と
き
に
は
、
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
と
、
同
調
し
た
色
彩
の
モ
ノ
ト
ー
ン

の
二
つ
に
つ
い
て
の
方
が
感
覚
的
に
受

け
と
り
易
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、
暖
色
系
の
赤
、
檀
、
黄
、
そ

し
て
天
然
の
木
の
色
。
寒
色
系
の
緑
、

青
、
藍
、
雲
が
色
の
部
屋
ご
と
の
使
い
分

け
も
感
覚
的
に
、
心
理
的
に
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。
暖
色
ば
か
り
で
ま
と

め
て
も
飽
き
が
来
る
こ
と
が
あ
り
、
多

少
ク
ー
ル
な
素
材
を
空
間
構
成
の
一
部

に
使
え
ば
良
い
と
思
い
ま
す
し
寒
色
系

の
場
合
は
木
材
の
床
と
か
壁
、
天
井
を

一
部
に
配
置
す
れ
ば
、
使
用
し
た
寒
色

が
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
強
烈
な

原
色
を
使
う
こ
と
を
避
け
、
中
間
色
（
グ

レ
ー
）
で
ま
と
め
る
こ
と
が
希
ま
し
い

で
し
ょ
う
。

色
に
よ
っ
て
い
い
デ
ザ
イ
ン
を
生
か

し
も
殺
し
も
す
る
が
、
わ
れ
わ
れ
専
門

の
設
計
家
に
と
っ
て
も
色
は
難
し
い
課

題
の
一
つ
で
す
。
若
い
時
に
好
ん
で
使

っ
た
色
も
、
年
令
を
重
ね
る
と
共
に
変

っ
て
来
る
し
、
家
族
の
好
み
に
同
化
し
、

変
化
し
て
ゆ
く
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
気
分
転
換
の
為
に
も
、
室
内
の

色
彩
は
変
え
易
い
よ
う
に
計
画
し
て
は

如
何
で
し
ょ
う
か
。

☆
次
回
は
、
「
す
ま
い
と
熱
」
の
テ
ー
マ
で
、

財
田
俊
作
先
生
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

し
の
よ
う
な
小
さ
な
部
屋
で
、
貼
り
替

え
て
も
費
用
が
か
さ
ま
な
い
と
こ
ろ
で

使
う
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
最
近
は
男

女
共
に
カ
ラ
フ
ル
な
服
装
を
着
る
よ
う

に
な
っ
た
し
、
家
具
、
什
器
類
も
同
様

で
す
の
で
、
室
内
の
仕
上
材
は
シ
ン
プ

ル
な
も
の
、
色
は
ラ
イ
ト
ベ
ー
ジ
ュ
か

明
る
い
グ
レ
ー
が
無
難
に
思
い
ま
す
。

１
７１
１

黒

マンセルの色立体（色彩を表示する図）白と黒の間の調子は垂直軸上にあり、
全体の色あいは円の周囲に位します。全体色の強さと中間的なグレーとの間の
色は半径の上に位します。ダイアナ・ロウントリー署「インテリアデザイン入
門」より三輪正弘訳彰国社刊
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ゆ

竹 山清明さん

<難空間研究＞
白井治さん
く管理建築士＞

聯
小林郁雄さん
くＵＲ神戸事務所＞

１
７２
１

綴…庵i蕊蝿擬露了瀞鵜

｡

斡

蕊難悪口唖；

☆
線
か
ら
面
へ
の
広
が
り
が
必
要
な

元
町
商
店
街

武
田
元
町
駅
前
場
外
馬
券
売
場
反
対

運
動
か
ら
起
こ
っ
た
元
町
ル
ネ
サ
ン
ス

運
動
で
す
が
、
こ
れ
を
よ
り
具
体
的
に

推
進
さ
せ
る
べ
く
我
々
の
チ
ー
ム
は
、

〃
神
戸
元
町
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
Ⅷ
″
を

考
案
し
た
わ
け
で
す
。

小
林
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
神
戸

市
が
進
め
て
い
る
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
構

想
、
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
計
画
を
う
ま
く

ｌ
元
町
研
究
グ
ル
ー
プ
の
若
手
建
築

家
四
人
が
、
昨
年
姻
月
鯛
日
〃
神
戸
元

町
ル
ネ
サ
ン
ス
計
画
弧
″
を
発
表
し
ま

し
た
が
、
今
回
は
こ
の
話
題
を
中
心
に

元
町
周
辺
に
お
よ
ぶ
都
市
計
画
へ
の
熱

の
こ
も
っ
た
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

元町駅前に
文化の核を

武田則明さん

<鶏建築設計事〉

ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
元
町
を
線
か
ら
面
へ

発
展
さ
せ
る
こ
と
を
中
心
に
、
元
町
へ

の
玄
関
で
あ
る
国
鉄
・
阪
神
各
元
町
駅

の
再
開
発
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

武
田
つ
ま
り
、
元
町
の
北
側
に
は
官

庁
街
、
さ
ら
に
は
北
野
町
が
あ
り
、
南

側
へ
は
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
と
面
と
し
て

発
展
で
き
る
要
素
が
充
分
あ
る
か
ら
な

ん
で
す
。

白
井
し
か
し
都
心
が
三
宮
へ
移
動
し

て
い
る
現
状
か
ら
、
ま
ず
は
元
町
自
身

の
活
性
化
か
ら
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

竹
山
元
町
は
た
い
へ
ん
単
調
な
ス
ト

リ
ー
ト
だ
か
ら
歩
く
人
が
飽
き
て
く
る

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
各
丁
目
ご
と
に

特
色
あ
る
エ
リ
ア
を
設
け
る
ん
で
す
。

小
林
南
京
街
を
二
丁
目
ま
で
拡
大
す

る
と
か
、
神
戸
ワ
イ
ン
、
神
戸
ビ
ー
フ

神
戸
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
直
販
レ
ス
ト
ラ
ン

を
中
心
に
し
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
街
を
四

丁
目
に
設
け
れ
ば
い
い
ね
。

武
田
こ
れ
は
日
本
火
災
海
上
ピ
ル
を

中
心
に
展
開
し
ま
す
。

白
井
さ
ら
に
一
丁
目
か
ら
三
丁
目
北

側
に
庶
民
的
な
実
質
的
飲
食
エ
リ
ア
を

つ
く
っ
て
変
化
を
も
た
せ
ま
す
。

小
林
そ
し
て
さ
ら
に
西
の
大
倉
山
ｌ

神
戸
駅
南
側
旧
国
鉄
湊
川
駅
跡
の
ハ
ー

バ
ー
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
南
北
軸
に
ジ
ョ
イ

ン
ト
さ
せ
、
神
戸
駅
、
三
宮
駅
、
元
町

駅
各
駅
か
ら
人
が
流
れ
る
よ
う
に
し
ま

す
。武

田
栄
町
通
り
、
海
岸
通
り
に
点
在

元町駅前ビル完成予想図

元町キャンペーン座談会
く15〉

神戸元町ルネサンス計画8 ４
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す
る
歴
史
的
建
造
物
を
回
遊
す
る
遊
歩

道
を
整
備
す
る
こ
と
で
ぐ
っ
と
厚
み
が

で
て
き
ま
す
。

竹
山
そ
う
な
る
と
、
元
町
駅
か
ら
メ

リ
ケ
ン
パ
ー
ク
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
は
栄
町

通
り
、
海
岸
通
り
の
接
点
に
な
る
の
で

一
つ
の
動
脈
に
な
る
は
ず
で
す
よ
。

白
井
将
来
、
こ
こ
は
ゾ
ー
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
指
定
車
以
外
の
車

両
通
行
を
禁
止
し
、
歩
行
者
用
道
路
と

し
て
使
用
し
ま
す
。

武
田
む
ろ
ん
ア
ー
ケ
ー
ド
は
つ
け
ま

せ
ん
。
緑
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
ゆ
っ
た

り
く
つ
ろ
げ
る
遊
歩
道
に
す
る
ん
で
す元町駅前ピル南北断面図

－百一

三ｆ
3輪四噸

一
鍔
些
エ
廊

１
７３
１

☆
元
町
駅
を
文
化
的
核
と

情
報
交
換
の
基
地
に

小
林
元
町
駅
を
中
心
に
東
西
南
北
へ

商
店
街
が
広
が
り
を
み
せ
ま
し
た
が
、

中
心
と
な
っ
て
い
る
元
町
駅
を
な
ん
と

か
し
な
い
と
ね
。

竹
山
そ
う
な
ん
で
す
。
元
町
の
玄
関

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
じ
ゃ
な
く
て
裏
口
の

感
じ
な
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

小
林
建
設
中
の
迎
賓
館
へ
の
入
口
と

し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
駅
に
改
造
し
な
い

と
ね
。
神
戸
市
に
と
っ
て
も
イ
メ
ー
ジ

ダ
ウ
ン
に
な
る
よ
。

武
田
そ
う
そ
う
。
迎
賓
館
が
ル
ネ
サ

ン
ス
式
な
ん
で
、
駅
の
方
は
超
モ
ダ
ン

な
方
が
い
い
。

白
井
単
な
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
じ
ゃ
な
く

て
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
も
演
出
で
き
る
広

場
に
し
た
い
で
す
ね
。

竹
山
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
を
設
け

る
の
も
い
い
で
す
よ
。

小
林
具
体
的
に
は
駅
の
改
札
口
を
２

階
に
設
け
、
地
下
か
ら
そ
こ
ま
で
巨
大

な
吹
き
抜
け
を
作
る
。

武
田
こ
れ
か
ら
は
地
下
ま
で
太
陽
光

線
が
射
し
込
み
風
が
吹
き
抜
け
る
、
自

然
を
感
じ
る
空
間
が
な
い
と
ダ
メ
だ
よ

竹
山
地
下
へ
降
り
る
階
段
は
あ
た
か

も
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
円
形
球
技
場
の
よ

う
に
設
け
て
、
毎
日
、
演
劇
、
コ
ン
サ

ー
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
う
。

小
林
そ
れ
も
有
名
人
ば
か
り
を
呼
ぶ

の
で
な
く
、
市
民
が
自
由
に
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
的
に
使
っ
て
く
れ
れ
ば
さ
ら
に

い
い
ん
だ
け
ど
。

武
田
駅
周
辺
に
芸
術
大
学
を
作
れ
な

い
か
な
あ
。
．
学
生
の
練
習
場
に
な
る
と

思
う
よ
。

白
井
こ
こ
を
文
化
の
拠
点
に
し
て
、

フ
オ
ー
ル
パ
ー
ク
、
風
月
堂
ホ
ー
ル
、

メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
と

ジ
ョ
イ
ン
ト
さ
せ
て
も
い
い
ね
。

竹
山
元
町
駅
周
辺
に
は
、
阪
急
、
国

鉄
、
山
陽
、
阪
神
各
線
が
乗
り
入
れ
て

る
ん
だ
。
だ
か
ら
駅
ビ
ル
に
Ｉ
Ｎ
Ｓ

（
高
度
情
報
交
換
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
）
の
基
地
を
設
け
て
、
情
報
交
換

の
場
所
に
も
で
き
る
。

小
林
ロ
ー
カ
ル
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
使
え
ば
、
商
店
街
の

バ
ー
ゲ
ン
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
が
駅

で
手
に
入
る
。

白
井
買
物
客
に
と
っ
て
は
便
利
だ
れ

武
田
そ
れ
だ
け
で
な
く
旅
行
に
関
す

る
情
報
も
す
ぐ
手
に
入
れ
ら
れ
る
。

小
林
ぜ
ひ
と
も
実
現
さ
せ
た
い
ね
。

竹
山
こ
れ
か
ら
地
元
の
人
の
協
力
を

得
て
少
し
ず
つ
進
め
て
い
こ
う
。

小
林
元
町
加
年
の
伝
統
を
守
り
つ
つ

さ
ら
に
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て

我
々
の
プ
ラ
ン
を
も
っ
と
煮
つ
め
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

武
田
北
野
町
か
ら
三
宮
を
通
っ
て
元

町
へ
。
さ
ら
に
神
戸
駅
か
ら
大
倉
山
へ

抜
け
る
観
光
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
構
想
を
実

現
し
て
、
神
戸
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

い
で
す
ね
。
八
元
町
風
月
堂
に
て
Ｖ
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「
一
度
、
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
」

カ
セ
ッ
ト
、
蹴
卓
、
硯
と
証
、
そ
ろ
ば
ん
（
各
伽

円
／
時
）
、
葉
書
、
印
紙
、
切
手
、
文
具
、
筆
記
具

の
ほ
か
に
、
今
話
題
の
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ス
テ
ム
ま

で
利
用
で
き
る
の
が
鯉
し
い
。

「
一
般
の
方
々
に
特
別
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た
場
合
、
そ
の
会
員
の
中
で

特
別
な
集
ま
り
を
も
て
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
利
用
法
に
つ
い
て
は
、
自
分

の
好
き
な
よ
う
に
と
柔
軟
性
を
と
、
ま

た
あ
る
時
は
、
特
別
な
企
画
、
例
え
ば

作
家
の
講
演
会
や
サ
イ
ン
会
な
ど
、
み

な
さ
ん
の
ご
希
望
を
反
映
し
た
い
と
思

い
ま
す
」

「
人
が
集
ま
る
っ
て
楽
し
い
し
、
私
自

身
も
好
き
な
の
で
、
第
一
回
の
企
画
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
私
の

大
好
き
な
宝
塚
の
方
の
会
合
な
ん
か
が

あ
っ
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
、
オ
ー
ナ
ー
の
主
旨
に
賛
同
し
て
、

特
別
会
昌
雲
雪
号
と
な
っ
た
橋
本
武
先

生
（
元
灘
高
校
教
頭
・
半
ド
ン
の
会
）
。

書
斎
サ
ロ
ン
・
元
町
ア
カ
デ
ミ
ー
は

あ
な
た
自
身
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
り

た
い
と
き
に
で
き
る
場
所
。
ど
う
使
う

か
は
あ
な
た
次
第
。

い
つ
の
時
代
に
も
ハ
イ
カ
ラ
な
文
化

を
生
ん
で
き
た
街
・
元
町
に
ピ
ッ
タ
リ

の
カ
ル
チ
ャ
ー
の
香
り
漂
う
ス
ペ
ー
ス

あ
な
た
の
ゆ
と
り
の
空
間
、
見
つ
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

☆
ご
来
場
の
方
に
は
も
れ
な
く
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

中
。
さ
ら
に
、
特
別
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
国
語
辞
典
を
進
呈
中
。

ｌ
大
切
な
時
間
を
あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
使
っ

て
い
ま
す
か
。
毎
日
の
忙
し
さ
の
中
で
気
持
ち
の

〃
ゆ
と
り
〃
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
１
．

こ
こ
『
元
町
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
は
、

あ
な
た
だ
け
の
自
由
な
ス
ペ
ー
ス
を
発

見
で
き
る
。
元
町
４
丁
目
、
丸
栄
ビ
ル

２
Ｆ
、
ド
ア
を
開
け
れ
ば
、
白
く
清
潔

な
世
界
が
広
が
る
。

「
学
生
・
受
験
生
の
た
め
の
学
習
室
と

し
て
、
ま
た
、
忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

が
、
読
書
や
書
類
作
成
な
ど
の
多
目
的

に
利
用
で
き
る
個
人
の
ス
ペ
ー
ス
と
な

る
よ
う
に
〃
書
斎
サ
ロ
ン
〃
と
名
付
け

ま
し
た
」
と
、
丸
栄
グ
ル
ー
プ
の
オ
ー

ナ
ー
で
も
あ
る
丸
山
真
史
さ
ん
。

英
文
タ
イ
プ
（
如
円
／
時
）
、
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
（
知
円
／
時
）
、
拡
大
縮
少
コ
ピ
ー
、
ビ
デ
オ

再
生
励
円
／
時
）
ワ
ー
プ
ロ
用
５
イ
ン
チ
Ｆ
Ｄ

（
２
千
円
／
枚
）
、

認蹴誘毒麦Jil琴
鴬…、津．￥ ､ ､ 諏弓群 . 認 i 籍

霊｡ あなたの馨蛎
，。煮“･…鳶. ､ 蕊惑愚：

フI ノースペ貞潔；

●

■

あなたのゆとりの空間、
見つけませんか

・営業時間／A M 9 : 0 0～R M 1 0 : 0０
・初めの1時間3 0 0 円(学生2 0 0 円）
あと1 時間毎1 0 0 円
※回数券カード有( 2 割引）

ヨ

礎〃

ｌ
７４
ｉ
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本
格
的
な
冬
を
迎
え
た
岨
月
辿
日
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ

ン
＆
バ
ー
〃
ヴ
ィ
ア
ン
ヴ
ィ
〃
で
、
神
戸

で
初
め
て
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
主
催
の
ク

リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。

ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
・
滝
え
り
子
さ
ん

の
歌
で
華
や
か
に
オ
ー
プ
ン
。
ル
イ
・

ヴ
ィ
ト
ン
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
秦
郷

次
郎
社
長
の
挨
拶
、
神
戸
直
営
店
の
杉

崎
守
男
店
長
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
紹

介
、
歓
談
タ
イ
ム
の
後
は
、
宝
塚
歌
劇

団
・
演
出
家
の
内
海
重
典
さ
ん
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
樺
明
さ
ん
紫
苑
ゆ
う
さ

ん
、
湖
条
れ
い
か
さ
ん
、
真
乃
ゆ
り
あ

さ
ん
ら
タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
の
紹
介
。
そ

し
て
、
ル
イ
・
ヴ
イ
ト
ン
の
バ
ッ
グ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ま
た
、
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
は
、

上
品
で
粋
な
大
人
の
女
性
の
雰
囲
気
が

漂
う
八
リ
ザ
。
サ
ロ
ン
Ｖ
神
戸
本
店
。

山
下
千
世
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
贈
ら
れ
た
。

大
月
尋
男
大
月
真
珠
社
長
、
中
内
力

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ァ
ホ
テ
ル
社
長
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
藤
本
ハ
ル
ミ
さ
ん
、
大
里
最

世
子
さ
ん
、
山
田
富
紗
子
さ
ん
ら
約
伽

名
が
、
過
ぎ
ゆ
く
１
９
８
４
年
の
一
夜

を
楽
し
く
過
ご
し
た
。

伽
年
に
わ
た
っ
て
ル
イ
。
ヴ
ィ
ト
ン

が
つ
く
り
つ
づ
け
て
き
た
伝
統
を
受
け

継
い
で
元
町
に
オ
ー
プ
ン
し
た
神
戸
直

営
店
も
今
年
で
２
年
を
迎
え
る
。

神
戸
の
老
舗
街
元
町
に
フ
ラ
ン
ス
の

エ
ス
プ
リ
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
花
開

く
こ
と
だ
ろ
う
。

写真上左から秦社長ご夫妻( 右端) とお客様､ ルイ・ヴィトンのバッグのプレゼント､ ベストドレッサーの山下千世さん。下左から渡
辺一生夫人、渡辺二笠さん、川瀬喜代子さん、山函六郎夫妻、内海璽典氏、奉粁長（右から２人目）とタカラジェンヌ。
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ロ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ジ
ャ
ー
（
サ
イ
ズ
Ｍ
・
Ｌ
）

￥
７
，
５
０
０
か
ら
シ
ョ
ー
ツ
（
サ
イ
ズ
Ｍ
・
Ｌ
）

￥
３
，
２
０
０
か
ら
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
（
サ
イ
ズ
Ｍ

．
Ｌ
）
￥
９
，
０
０
０
か
ら
Ｔ
シ
ャ
ツ
（
サ
イ
ズ

Ｍ
・
必
）
￥
９
，
０
０
０
／
ペ
チ
コ
ー
ト
（
サ
イ
ズ

Ｍ
・
Ｌ
）
￥
１
２
，
０
０
０
か
ら
／
ス
リ
ッ
プ
（
サ

イ
ズ
Ｍ
・
Ｌ
）
￥
１
９
，
５
０
０
か
ら
ナ
イ
テ
ィ

ー
（
サ
イ
ズ
フ
リ
ー
）
￥
７
８
，
０
０
０
か
ら

お
問
い
合
わ
せ
／
フ
ジ
貿
易
株
式
会
社
〒
縮
明
石

萌
局
羽
抑
’
２
エ
イ
シ
ン
ピ
ル
趣
（
０
７
８
）
９

２
８
１
８
８
１
５

ニ
リ
ー
の
歩
み
』
に
続
く
第
二
師
で
、
著
者
は
ケ
イ

ト
・
ホ
ッ
グ
女
史
、
監
訳
は
前
回
同
職
㈱
シ
ャ
ル
レ

の
林
宏
子
常
務
取
締
役
。

内
容
は
、
ポ
ー
グ
に
掲
城
さ
れ
た
記
事
の
ま
と
め

で
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
最
高
の
装
い
を
す
る

コ
ツ
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
美
し
い
写
真
で
わ
か
り
や
す

く
紹
介
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
単
な
る
外
見
の
お
酒
落

と
考
え
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
。
こ
の
春
、

お
酒
落
な
女
性
に
は
見
の
が
せ
な
い
木
で
す
。

☆
こ
の
春
気
に
な
る
お
酒
落
の
本
『
マ
イ
・
ポ
ー
グ
』

今
年
創
立
、
周
年
を
迎
え
る
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
・
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
の
株
式
会
社
シ
ャ
ル
レ

か
ら
、
周
年
を
記
念
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
っ
た
『
マ
イ
・
ポ
ー
グ
』
を
美
術
出
版
よ

１
７６
１

★
第
４
回
神
戸
ペ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
ズ
大
賞

「
Ｍ
ｓ
，
お
酒
落
コ
ン
テ
ス
ト
」
出
場
者
募
集

恒
例
に
な
っ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ス
パ
ー
ク
主
催
「
Ｍ

ｓ
，
お
酒
落
コ
ン
テ
ス
ト
」
（
テ
ー
マ
／
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
髄
）
が
、
今
年
も
３
月
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
フ
ァ
ッ
シ
画
ン
Ⅱ
東
京
と
い
う
既
成

概
念
を
破
り
、
関
西
女
性
の
明
る
い
個
性
と
着
こ
な

し
セ
ン
ス
を
打
ち
出
す
こ
と
を
目
的
に
し
た
お
酒
落

コ
ン
テ
ス
ト
ー
．
祈
っ
て
ご
応
葬
下
さ
い
。

斑
築
内
容

テ
ー
マ
／
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｇ
Ｉ
Ｃ
稲
参

加
資
格
／
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
を
素
敵
に
着
こ
な
す

自
信
の
あ
る
」
お
酒
落
な
関
西
女
住
の
女
性
募
集

人
数
／
訓
名
応
課
方
法
／
①
全
身
・
上
半
身
の
カ

ラ
ー
写
真
２
枚
（
Ｓ
鎚
年
１
ｓ
調
年
に
拠
ら
れ
た
も

の
）
②
お
酒
落
・
特
技
な
ど
の
自
己
Ｐ
Ｒ
文
（
伽
字

詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）
③
身
長
と
略
歴
お
よ
び

Ｂ
・
ｗ
。
Ｈ
の
サ
イ
ズ
、
血
液
型
①
②
③
と
「
氏

名
・
年
令
・
峨
業
（
学
生
は
学
校
名
）
・
住
所
・
電

話
番
号
」
を
明
記
の
上
、
〒
卸
神
戸
市
中
央
区
三
宮

町
ｌ
Ｉ
９
１
１
１
細
セ
ン
ク
ー
プ
ラ
ザ
３
Ｆ
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
パ
ー
ク
蕊
務
局
「
Ｍ
ｓ
・
お
酒
落
コ
ン
テ
ス

ト
」
係
ま
で
。
第
１
次
予
選
／
書
類
選
考
第
２
次

予
選
／
３
月
型
日
（
公
開
群
査
）
優
勝
戦
／
３
月

妬
日
（
公
開
諦
在
）

☆
珍
し
い
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
興
味
津
々

シ
毒
ド
ー
ポ
ッ
ク
ス
ー
ま
だ
耳
慣
れ
な
い
言
葉

決
ま
っ
て
お
り
、
５
月
８
日
’
７
月
８
日
ま
で
の
２

カ
月
間
は
、
神
戸
国
際
展
示
場
に
当
店
の
商
品
が
お

目
見
え
す
る
。
ス
リ
ラ
ン
カ
美
女
怖
郵
坪
が
「
ニ
ッ
コ

リ
」
迎
え
て
く
れ
る
当
店
は
、
亜
議
凶
僻
諮
溢
れ
る
神

戸
な
ら
で
は
の
お
店
で
す
。

ロ
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ヒ
ュ
ー
ジ
一
一
／
〒
剛
神
一
星
巾
中
央

区
中
山
手
通
１
１
麹
ｌ
妬
シ
ャ
ン
テ
ィ
ピ
ル

茸
（
０
７
８
）
２
２
２
１
５
５
０
１
㈹
ス
ー
パ
ー

フ
ァ
イ
ン
紅
茶
（
ミ
ル
ク
用
）
￥
１
，
２
０
０
コ

ー
ト
ロ
ッ
ジ
（
レ
モ
ン
用
）
￥
１
，
５
０
０

☆
北
野
に
ス
リ
ラ
ン
カ
直
輸
入
の
宝
石
店
が

ス
リ
ラ
ン
カ
国
に
本
社
を
持
つ
ヒ
ュ
ー
ジ
ェ
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社
（
代
表
／
ヒ
ュ
ー
パ

ー
ト
・
ジ
ャ
ャ
コ
デ
ィ
ー
）
が
、
東
京
に
次
い
で
神

戸
に
２
番
店
（
ス
リ
ラ
ン
カ
・
ヒ
ュ
ー
ジ
こ
を
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
。
昨
年
型
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
の
当
店
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
直
接
仕
入
れ
に

行
く
と
い
う
原
石
、
セ
イ
ロ
ン
な
ら
で
は
の
Ｔ
Ｅ
Ａ

セ
イ
ロ
ン
製
の
銀
・
象
牙
・
く
つ
甲
で
あ
し
ら
っ
た

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
が
数
菰
揃
っ
て
い
る
。
仙
段
の

方
も
、
Ⅷ
円
の
も
の
か
ら
数
百
万
円
と
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
豊
か
だ
。
ま
た
、
東
京
筑
波
博
に
も
作
品
出
展
が

し
さ
を
求
め
る
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
推
め
し
た
い
商
品

で
す
。

販
売
さ
れ

て
い
な
い

た
め
、
橋

本
さ
ん
の

ご
主
人
が

出
狼
の
都

度
仕
入
れ

て
い
る
。

６
人
の
グ

ル
ー
プ
で

約
如
点
の

作
品
が
完

反響を呼んだシャドーボックス展

籍
難
愈

『マイ･ ポーグ』
ｸ ﾞ のはポ司り
ラョ 、１マ刊
ンポ昨グイ行
ジ１年一・ ｡

成
し
た
の
を
機
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
昨
年
哩
月
に
セ
ン
タ
ー
街
の
ド
ル
チ
ェ
・

マ
ッ
ク
３
Ｆ
目
制
で
開
い
た
。
原
画
は
オ
ラ
ン
ダ

人
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
ア
ン
ト
ン
・
ピ
エ
ッ
ク

で
、
タ
ッ
チ
が
メ
ル
ヘ
ン
ぽ
く
、
日
本
で
も
ブ
ー
ム

に
な
り
そ
う
だ
。

だ
が
、
文
字
通
り
５
枚
の
同
じ
絵
を
重
ね
小
刀
で
切

り
な
が
ら
立
体
的
に
影
を
つ
け
て
い
く
手
法
。
こ
の

展
示
会
を
催
し
た
ア
ト
リ
エ
・
デ
ニ
ラ
ン
の
橋
本
敏

江
さ
ん
（
北
区
在
住
）
が
７
年
前
、
ア
メ
リ
カ
の
シ

カ
ゴ
に
住
ん
で
い
た
時
見
つ
け
た
も
の
で
、
帰
国
後

も
友
人
達
と
制
作
に
励
ん
で
い
た
。
材
料
が
日
本
で

；

スリランカショッピングをどうぞ

顔
砕
④
閏
昌
冨
鱈
勘
呂
国
④
乙
酌
宅
④
胃
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「美しい色彩､ クリアーな色調を大切にします。

ちょっとおしゃれで､ いつまでもおしゃれ･ ･ ･

さんプラザ店(078)331-095Oさんちか店(078)321-4545須膳パテイオ店(078)792-5652千里阪急地下街店(06)831-0756阪急ファイブ店(06)314-0303
西武高槻店(0726)83-1787泉北パンジヨ店(0722)93-OO37阪急ファミリーストア店(0797)73-5359西武大津SC店(0775)25-5421ニツケパークタウン店(0794)25-55Ｍ
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葎
松
順
子
・
和
子
姉
妹
と
い
え
ば
告

テ
｜
｜
ス
フ
ァ
ン
で
な
く
て
も
ご
存
知
の

方
が
多
い
は
ず
。
藻
松
家
は
、
祖
父
・

守
順
さ
ん
、
父
・
豊
さ
ん
、
叔
父
・
正

さ
ん
が
と
も
に
学
生
選
手
権
で
優
勝
し

た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
テ
ニ
ス
一
家
。

そ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
、
姉
の

順
子
さ
ん
は
小
学
校
入
学
と
同
時
に
同

然
と
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
中
学
１
年
の
と
き
か
ら
本
格

的
に
テ
ニ
ス
を
始
め
て
以
来
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
、
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
シ
ン

グ
ル
ス
優
勝
、
ま
た
、
妹
・
和
子
さ
ん

と
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
、
ダ
ブ
ル
ス
の
優
勝
と
数
々
の
輝
か

し
い
勝
歴
を
も
つ
。
コ
ー
ト
上
で
、
打

っ
て
打
っ
て
打
ち
ま
く
る
攻
撃
を
見
せ

て
い
た
順
子
さ
ん
も
、
現
在
は
、
奈
生

子
ち
ゃ
ん
、
登
く
ん
の
２
人
の
子
供
を

も
つ
お
か
あ
さ
ん
で
あ
る
。
７
年
前
、

ご
主
人
の
仕
事
で
ド
イ
ツ
に
行
き
、
一

昨
年
帰
国
し
た
ば
か
り
の
深
松
順
子
さ

ん
を
西
宮
の
ご
向
宅
に
訪
ね
た
。

１
６
年
も
ド
イ
ツ
に
い
ら
し
た
の
な

ら
、
言
葉
も
ず
い
ぶ
ん
上
達
な
さ
っ
た

で
し
ょ
う
ね
。

「
学
生
の
頃
か
ら
、
海
外
遠
征
に
は
よ

く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
コ

ー
ト
の
中
の
公
用
語
は
英
語
だ
っ
た
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
ド
イ
ツ
語
聞
い
た

だ
け
で
鳥
肌
が
立
つ
ぐ
ら
い
（
笑
）
全
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
生
活

あ
と
、
妹
と
遠
征
に
行
っ
た
と
き
は
、

ほ
と
ん
ど
コ
ー
ト
と
ホ
テ
ル
の
往
復
だ

け
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
た
り
す
る
余

裕
が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
イ
タ
リ
ア

に
行
っ
た
と
き
に
は
是
非
バ
ッ
グ
を
買

い
た
い
と
思
っ
て
出
か
け
た
ん
で
す
。

ま
だ
十
代
だ
っ
た
の
で
、
私
は
、
バ
ッ

グ
は
〃
皮
″
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
に
、

妹
が
表
面
を
樹
脂
加
工
し
た
素
材
で
で

き
た
プ
リ
ン
ト
柄
の
バ
ッ
グ
を
買
っ
て

き
た
ん
で
す
。
雨
が
降
っ
て
七
大
丈
夫

だ
し
、
絶
対
に
い
い
っ
て
妹
が
買
っ
て

き
た
の
が
、
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
の
バ
ッ

グ
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
以
来
ず
っ
と

フ
ァ
ン
で
、
妹
な
ど
は
、
そ
の
時
に
買
っ

た
バ
ッ
グ
を
今
で
も
愛
用
し
て
い
ま
す
ご

ｌ
子
供
さ
ん
も
テ
ニ
ス
を
．

「
、
正
人
も
学
生
時
代
、
東
西
対
抗
に
も

出
て
い
ま
し
た
の
で
、
日
本
に
い
た
ら
、

周
囲
か
ら
い
ろ
ん
な
情
報
が
子
供
た
ち

の
耳
に
入
っ
て
、
か
え
っ
て
イ
ヤ
が
っ

て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
ら
な
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
後
ド
イ
ッ
ヘ

行
き
ま
し
て
か
ら
は
、
ご
く
自
然
に
テ

ニ
ス
を
始
め
た
の
で
、
す
ご
く
よ
か
っ

た
な
、
と
思
い
ま
す
ね
。
妹
が
結
婚
し

て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
縁
の
下
の
力
持
ち

だ
っ
た
母
も
テ
ニ
ス
を
始
め
た
ん
で
す
。

そ
れ
で
、
一
年
に
二
回
ぐ
ら
い
祖
父
の

テ
ニ
ス
仲
間
と
私
た
ち
親
子
の
五
十
人

ぐ
ら
い
で
木
曾
や
熱
海
へ
旅
行
す
る
ん

で
す
。
そ
れ
が
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

最高に楽しい親子３代の
テニスツアー樺憧喜』厩

●いんたびゅう
⑪ 男の旅･ 女の旅

Vo y a g e。，ｈｏｍｍｅ
Ｖｏｙａｇｅｄｅｆｅｍｍｅ

ロホスクラブにて

し
て
い
く
に
は
、
ど
う
し
て
も
言
葉
が

で
き
な
い
と
困
り
ま
す
の
で
、
必
要
に

せ
ま
ら
れ
て
覚
え
ま
し
た
」

ｌ
ド
イ
ツ
で
も
テ
ニ
ス
を
？

「
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
一
番
格
式
の

て
、
次
は
い
つ
か
、
と
楽
し
み
に
し
て

る
ん
で
す
よ
」

文
字
通
り
鑓
親
子
３
代
で
テ
ニ
ス
を

楽
し
む
テ
ニ
ス
一
家
。
そ
の
中
心
の
役

割
が
順
子
さ
ん
の
よ
う
で
す
。

撮
影
協
力
／
ル
イ
・
ヴ
ィ
ト
ン
神
戸
直
営
店

元
町
３
丁
目
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
７
８
（
３
９
１
）
３
２
６
１

高
い
〃
ｕ
ホ
ス
ク
ラ
ブ
″
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
森
の
中
に
あ
る
と
て
も
美
し

い
ク
ラ
ブ
で
、
遠
征
で
以
前
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
あ
ち
ら
で
驚
い

た
の
は
、
ク
ラ
ブ
主
催
で
選
手
や
審
判

を
呼
ぶ
こ
と
か
ら
ホ
テ
ル
の
手
配
ま
で

全
て
や
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
ス
ポ
ン

サ
ー
が
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。
日

本
で
は
、
ひ
と
つ
の
ク
ラ
ブ
が
有
名
な
選

手
を
呼
ん
で
、
世
界
的
な
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
す
る
な
ん
て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
ね
」

１
１
海
外
遠
征
に
行
っ
た
と
き
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
は
。

「
男
子
選
手
と
一
緒
に
遠
征
し
た
と
き

の
こ
と
で
す
が
、
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に

入
っ
て
選
手
の
ひ
と
り
が
、
魚
料
理
を

オ
ー
ダ
ー
す
る
の
に
英
語
で
〃
フ
イ
ッ

シ
ュ
〃
と
し
か
言
わ
な
い
も
の
で
す
か

ら
、
通
じ
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
説
明
し
た
の
で
す
が

結
局
、
通
じ
な
く
て
お
肉
が
出
て
き
た

ん
で
す
よ
（
笑
）
。

B , ボルグとともに
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ご自宅のテニスコートにて

北畢
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神
戸
生
れ
の
フ
ァ
ヅ
シ
ョ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

1１

日

蕊
蕊
一
一
一

一
一
・
一

■
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霞
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ザ戸

１．．－‘
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．㎡ b

磯,．、
影
I~．Ｉ

. ｡ Z

』

瀞

本社／神戸市灘区記田町１
ａ(078)851-2440ノ

戸毎画ブラザ

、

】ａＥｌ
画

ロ ﾛ
~

画デザイプー・メッセージ

いつまでも新鮮な洋服で･ ･ ･
シルエットを大切にした洋服のクリーニングは
オートクチュール仕立ての生命です。ハイな技術
のモードにハイな技術のクリーニングを…。

大西節子
く大丸神戸店ジバンシイデザイナー〉

神戸市中央区三宮町2 丁目1 0 - 7
ヒューストン1 0 1念( 0 7 8 ) 3 3 2 - 2 4 4 0

供

ゴー1 へ: 唖三宮駅丁/ ~ 這;
一一一一一一： ! 四極至些ノ

刊.識|…サ
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轡”噌善
蝋
欝
繍
噸

、『 卓璽］ ､、
尾涙

そ
の
高
貴
な
優
し
さ
と
明
る
さ
に
憧
れ
て

馨 ｒ唾
画■＝ Ｐ

ＰＰ $

｜
ー■

産〃〃

、

日本の伝統素材のドレスは、日本生れ
の真珠が一番よくマッチすると云います。
その高貴な優しさと明るさが、すべて
の女性の憧れです。藤本ハルミ

〈クチュール･ マーガレット〉

金子屋珠店
御影ガーデンシティ

神戸市東溌区御影山手1 丁目( 阪急御影訳山手）
念Ｏ７Ｂ( Ｂ２２) Ｏ５Ｂ１

●東京●大阪●神戸●福岡●長崎●佐世保
＊商品のお問い合わせ､ カタログご希望の方は上記、
金子真珠店･ 御影ガーデンシティまでも
＊各種クレジットカード､ かねこショッピングローンも
ご利用いただけま索

ノ

日本生れの真珠がよく似合う

真珠米宝石

劃デザイナー・メッセージ
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プｧ ｯ ｼ ｮ ﾝ を通して､ 豊かな生活を提案する
〈リザ･ ｻ ﾛ ﾝ > のﾒ ﾝ バー ｼ ﾂ ブｼ ｽ ﾃ ﾑ －℃
それがﾘ ･ ﾘ 9 - プｼ ｧ ﾙ ｸ ﾗ ブ" エスプリ卸で索｡

、／ ＦｍｍＫＯＢＥＷｵ ﾑ L O 1 r E

入会の手続きは而単。
近くの《リザ･ ｻ ﾛ ﾝ > にお問い合わせください。

〈
リ
ザ
・
サ
ロ
ン
〉
は
、
美
し
さ
と
心
が
ふ
れ
あ
う
、
共
感
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。

主チ

ベーシックなのに湾佳”・一。
エレガントで知的な女鱗仁興さ打て〔' るリグ･ サロン
" 無" ぬA f 睦〔' 一一洋戸Z りエスプリ, ' をテーマだ､

ハイ･ クオリテイでシックなフアツシ‘ヨンが方届7 プレで【$ まず｡
アタンリ, 卜でフェミニン厭諏i から≠ｺ ｰ ﾄ な

カジュアルウェアまで､ ゼンシフG 必にライン･ アップ
諏会”に諾綴ヨカたフロア獅砿｡

r リヶ・サロンＭｒしなやかな神戸ファッションを漁Z f / するステージです。

リザ･ ソシアルクラブにご入会いただきますと、
心はずむ特典がございます。
⑪サインひとつでL < リザ･ サロン> の商品を気軽に
ショッピングできます｡
②コレクションするのが楽しくなる､ < リザ･ サロン〉
オリジナルグッズをさしあげます｡
③< リザ･ サロン> でお貢上げの商品をよりあなた
らしいシルエットに無料でお直しいたします｡

④< リザ･ サロン> が開他する､ ファッションショーや
パーティにご招待､ ご優待いたします｡

⑭国内･ 海外の一流リゾート施設へご優待いたし
ます旬
⑥エスプリ･ ドウ･ リザ( 年4 回発行》離料購醗“

（
岬
諏

１
ど 慧蝋鄭師

、

髭; 鼻 F 、神戸本店
神戸市中央区三宮町1 - 9 - 1 三宮センタープラザ3 階

TELO78(391)6806

全国くりザ.ｻﾛﾝ>ご案内ﾄｷ'j兇.仙台.水戸･勝班･来京船摘･所沢･縦浜･川崎･静岡･浜松･名古曝･京都･大阪･神戸岡山･広島･松''1･北九州･大分･熊木･宮崎･鹿児島･沖縄ノ
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‘上

Ⅱ本酒で乾杯. ′、／

蓉鵜
時をこえ親しみの心をおくる

I撫篭
〃

白鶴酒造株式会社
、

ｱ ﾙ ｺ ｰ ﾙ 分1 5 . 0 度以上1 6 . 0 度未満
清酒一級容量1 . 8 2
標準小売価格2 , 2 0 0円

（昭和6 0 年１月現在）

一
』

ノ

そ
る
そ
ゐ
私
弧
旦
酒
の
深
い
味
わ
い
が
わ
か
る
よ
う
な
年
代
に
な
っ
て
き
た
。

混
じ
り
け
の
な
い
純
米
の
自
醸
酒
、
白
鶴
「
灘
の
生
一
本
島
ひ
と
き
わ
芳
醇

で
あ
又
ひ
と
き
わ
ま
ろ
や
か
で
式
円
熟
し
た
ひ
と
と
き
を
愛
す
る
人
々

の
酒
。
通
の
こ
こ
ろ
を
満
た
し
て
く
れ
る
、
飲
み
飽
き
の
し
な
い
逸
品
で
式

、諺
ﾊ クツル 慨

雷9 』ｩ

灘;Ｉ
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′日
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の

点
○

清酒特級( 純米醸造) 7 2 0 Ｍ詰１

日本酒で乾杯. ノ

‘ ｰ

・読蝋一壷

0350円/清酒一級(本醸造)720,2詰1,000円(標準小売価格）
神戸･ 灘沢の鶴株式会社

熱

Ｉ

、

ノ
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禅州精樺型興儲偶・蕊
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で
秘
や
か
に
貯
蔵
熟
成
さ
せ
た
秘
蔵
純
米

金
盃
秘
蔵
酒
は
酒
造
好
適
米
と
し
て
つ
と

可／

水
以
外
の
も
の
は
全
く
使
用
い
た
し
て
お

原
酒
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
米
・
米
麹
。

り
ま
せ
ん
。

駆
使
し
て
造
り
あ
げ
た
清
酒
を
吟
味
選
別

当
社
の
伝
統
あ
る
技
術
と
最
新
の
知
識
を

i 雛のﾗ 言う酉

友
あ
り

れ
る
六
甲
山
麓
の
純
良
な
地
下
水
を
用
い
、

き
上
げ
た
白
米
と
、
灘
の
宮
水
で
代
表
さ

し
、
更
に
五
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
低
温

に
名
高
い
東
播
州
の
山
田
錦
を
丹
念
に
磨

交
琴 箔

あ

金遥輔議
希望小売価格
￥1 0 . 0 0 0

●ｑ

:i１
口１

漣

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



エメラルド･ グリーンの
ビールって知ってる! ？

フランス料理

北野クラブ
中央区北野町１丁目5 - 7

壷2 2 2 - 5 1 2 3
１１AM～２:3OPM

(ランチリノクインズランチは2:3O P Mまで）
５m M～1 0 : 3 0 剛(ディナー＞

神戸割烹

お可川
中央区北野町１．J ･

盃?”- 3 5 1 1
T 1 A M～９FＭ

目5 - 1 0

手づくりのシフォンケーキと
サンドイッチ
ファミリア

北野坂ハウス
中央区北野町２( 北野坂）

念2 2 2 - 3 5 3 5
1 ＭM ～６剛月曜休
会員制レストラン

インターナショナルゾーン
０月$ B L パn q パｑＬＵＢ
カサブランカクラブ
中央区北野町3 - 1 - 6

念241-0200.222-0182(バビロン）
入会金10, 0 0 0円お食事2,0 0 0円～
1 7 : ００～2 4 2 0 0 （フルコース）

花と植木

草 楽園
中央区山本通３丁目バス停前

査2 2 1 - 1 5 8 5
９:30AM～７１１Ｍ

スカンディナビア料理と
世界の民族音楽の店

ゴックスタッド
中央区山本通回教寺院前

金242-0131
５P M ～１ＡＭ水曜定休

フランス料理

ピｽ ﾄ ﾛ 彫ﾘ ﾖ ﾝ
中央区山本通２丁目1 3 - 6

念2 2 1 - 2 7 2 7
正午～1 O P M 月曜休

メンバーズラゥンジ

異 人坂
中央区北野町２丁目9 - 2 2

霊”’- 2 0 0 1
11Ａｌｌ～５PM(ティーータイム）
５: 3 0 F M ～1 2 F 川メンバーズタイム）

これが北欧の
イモショーチュ一

ＣＯＦＦＥＥ＆ＳＯＵＶＥＮＩＲ

うろこの家
中央区北野町２丁目

壷2 4 2 - 6 5 3 0

手づくりの店

がれりや馬亜乃
中央区北野町4 丁
伊藤マンショ：

念24 2 - 5 0 0 5
1 ＭM ～７ＰＭ水曜休

美容空

ブルーあきら
中央区北野町３丁目

公221-9080
９A M ～6 1 1 Ｍ月･ 第３火休

需潟芦蒔梼
中央区中山手通１丁目2 3 - 1 0
モンシャトウコトプキビル

llAM
６PＭ

念２42-3567
' 一タイム）土踊休
; ンクタイム）日祝休

:ざ’

層|'富：
菅一＝目今

異人館のユー･ ハイム

ラインの館
中央区北野町２丁目1 0 - 2 4

念2 2 2 - 6 2 6 6
1 0 A M ～６剛第３木曜定休

スパニッシュレストラン

、、

エル･ パンチョキタノ
中央区北野町３丁目
アニルド．マンシミョン1Ｆ
詮24 1 = 1 3 4 4
水曜休

英国風レストラン

St・GeorgeJapan
中央区北野町１丁目2 - 1 7

盆242..1234
１ＭM ～４F M ( ランチタイム）
５RM～11P M (会員制）

フランス料理

ジャ3 / ・ムーーラン
中央区北野町３丁目１－１

壷24 2 - 4 1 8 8
１１:30AM～２１１Ｍ

5 1 1 M～1 O P M水曜休
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イラスト／佐藤晴美

中山手通り
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PersonalizeyourValentinegift、
さすが…とあなたのセンスが光るオーダーセレクション

Ｈ本中にチョコレー１１本中にチョコレートが行きかう時だからこ
そ、本ものの味をj 漁りたい。コスモポリタン
のオーダーセレクションは、グルメな男性が
さすが…とうなずくおいしさです．

ＩＶ１ａＫＥ向ＳｏＦｐＥＬＩＣ１ｐＵＢＣＨｐＣｐＬｐＬＴＥＢＳＥｎＮｐＦ＝

本店／京町筋レデイスダイエー前ＴＥＬＯ７８( 3 3 1 ) 1 2 1 7
本社／神戸市中央区港島中町７丁目7 - 3 T E L O 7 8 ( 3 0 2 ) 8 0 0 0
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